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旭川市議会基本条例（案）の運用に係る基本方針 

 
 

 
 本委員会は，旭川市議会基本条例（案）に基づく議会の運営に関し必要な事項について，次 
のとおり合意した。 
 
１ 市民参加の確保 
 条例第３条第２号に規定する市民意思の把握のため，議会は，必要に応じて請願者及び陳情 

者から要旨の説明を受ける機会の確保（「請願・陳情の取扱い」昭和５１年５月４日議運委決定） 
に一層留意する。 
 

２ 議員間討議 

条例第４条に規定する議員間討議の方法等については，議会運営委員会の協議に委ねるこ 

ととする。 

 

３ 議決事件の指定 

条例第６条に規定する議決事件の指定に関し，基本構想に基づく基本計画その他の取扱いに

ついては，引き続き検討するものとする。 

 

４ 会派 
（１）条例第８条第１項に規定する会派は，複数の議員をもって構成するものとする。 
（２）政務調査費の交付対象の「会派（所属議員が１人の会派を含む。）」を「会派又は議員」に 
変更する。このため，旭川市議会政務調査費の交付に関する条例（平成１３年旭川市条例第 
２号）を全面的に改正するものとする。 

 

５ 広聴広報委員会の設置 

条例第１１条に規定する広聴広報委員会の運用については，旭川市議会委員会条例（昭和３ 

８年旭川市条例第２０号）に定める運用の例によることとし，その所管事項は次のとおりとす 

る。 

（１）議会報告会の開催に関する事項 

（２）市民からの意見等の課題整理に関する事項 

（３）市議会だよりの発行，議会ホームページの公開その他広報全般に関する事項 
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６ 市民との意見交換 

条例第１２条に規定する意見交換の場の設定については，次のとおり実施することとする。 

（１）開催回数は，年１回とする。 

（２）開催の都度テーマを設ける。 

（３）開催時期，班編成，開催箇所数については，広聴広報に関する委員会で協議の上，定める 

こととする。 

 

７ 一問一答方式の採用 

条例第１３条に規定する議会における審議及び審査の原則に関し，市民に分かりやすい質疑 

応答にするため，一問一答方式を採り入れることとし，その実施方法については，次のとおり 

とする。 

（１）本会議において，質疑及び質問は一問一答方式でできることとする。 

（２）具体的な運用については，条例の施行後検討することとする。 

 

８ 市長等に対する資料要求 

条例第１３条第２項の説明の補助として提出を受ける資料については，別途協議する。 

 

９ 常任委員会の活性化 

条例第１４条に規定する政策提案等を積極的に行うため，常任委員会の運用について，一層

の活性化を検討する。 

 

１０ 研修委員会 

条例第１５条に規定する議員の研鑚
さん

を図るため，研修委員会の設置を検討することとする。 

 

１１ 議会事務局 

条例第１７条に規定する議会事務局の機能充実のため，インターンシップ制度の活用並びに 

政策及び法務に携わる議会事務局独自採用の職員の活用について，研究する。 

 

１２ 議会運営の評価及び検証 

（１）条例第１９条に規定する議会運営の評価及び検証をする際には，地方自治法（昭和２２年

法律第６７号）第１００条の２（学識経験者等による専門的事項に係る調査）の規定による

調査等の手法を活用するものとする。 

（２）評価及び検証の実施については，次のとおりとする。 

ア 議会が自己評価し，さらに外部評価を受ける。 

イ 評価の事務の取りまとめは，議会運営委員会が行う。 
 


